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第１章 日本初の本格的製糸工場 
小野組築地製糸場は、日本初の本格的な製糸工

場である。ヨーロッパの器械製糸技術の導入では、

1870(明治 3)年設立の前橋藩営製糸場の方が早い

が、規模は前橋の12人繰に対して、築地は当初60

人繰、のちに 96 人繰に拡張したといわれるので、

築地が本格的な工場らしい製糸場である１。国営の

富岡製糸場に先立つこと一年以上前の1871年9月

(明治 4 年 8 月)に操業をはじめたこの製糸場のこ

とは、忘れられがちである。 

小野組発祥の地は、琵琶湖西岸の大溝(現在の滋

賀県高島市)である。いわゆる近江商人として南部

藩(現在の岩手県北部)に進出して成功を収め、その

後京都に本拠を移して両替商と生糸売買を二本柱

に事業をいとなんだ。戊辰戦争における官軍の戦

費調達の功績などにより、太政官各省および各藩

の為替方(出納代行)を三井組、島田組とともにつと

めた。また、横浜にも進出して輸出生糸の売り込み

も手がけた。その延長に、東京築地に製糸場を建設

し、輸出生糸の製造もおこなった。小野組のなかで

このプロジェクトを主導したのは、のちに足尾銅

山で有名になる古河市兵衛であり、器械製糸の技

術を指導したのは、前橋藩営製糸場とおなじスイ

ス人のミュラーであった２。 

この製糸場が実在したことは疑いのないところ

だが、筆者はその所在地をピンポイントで特定し

た資料を知らない。製糸場そのものが操業開始後2

年たらずの 1873(明治 6)年 6 月に閉鎖され、翌

1874(明治 7)年末には小野組そのものが破たんし

たことも、所在地に関する記録がない一因だろう。 

一方築地には、現在の明石町に「電信創業の地碑」

(明治 2 年)、入船 3 丁目に「靴業発祥の地記念碑」

(明治3年)、築地1丁目に「活字発祥の地碑」(明治

7年)などの産業関係と、慶応義塾、立教学院、明治

学院、工学院大学、暁星学園、雙葉学園などの学校

関係の発祥記念碑がある。文明開化を体現してい

たともいえる築地に、本格的な器械製糸の発祥を

記念するものがないのは、製糸業が日本の近代化

をささえた産業であったことを考えると、さびし

く感じる。 

■調査報告 

小 野 組 築 地 製 糸 場 を さ が す 
長野 恭彦 (蚕糸業史研究者) 

 

（図１) 東京築地ぜんまい大仕かけきぬ糸を取る図     (ニューヨークメトロポリタン美術館蔵) 
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本稿では、残された手がかりをもとに小野組築

地製糸場の所在地をさがしてみた。 

 

第２章 当事者などの証言 
当事者などがのこした文献・資料、いわば証言を

ふりかえってみよう。執筆・公刊時期が古い順に、

所在地に言及した個所、設立の事情や当事者相互

の関係を整理した。 

 
２.１ 速水堅曹(1839年‐1913年) 

1870(明治 3)年前橋藩はスイス人ミュラーを雇

用し、ヨーロッパの器械製糸技術を導入し、製糸場

をつくった。速水は藩側の中心人物の一人であっ

た。彼は『履歴抜粋』と題する日記を残している。 

「(1872(明治 5)年)四月九日(旧暦) 築地古川ノ

器械ヲ一覧ス。又博覧会ヲ見ル。十二日 古川市兵

衛・川村伝蔵ニ逢フ。此時敷島や処分ノ談多シ。３」 

小野組築地製糸場を実際に訪問した数少ない記

録ではあるが、残念ながら町名への言及はない。な

お、この一か月後には、「五月十七日 製糸場ハ小

野善助代木村善五郎エ悉皆引渡旨県庁ヨリノ命有

リ」とあり４、廃藩置県によって群馬県の所管とな

っていた旧前橋藩製糸場の小野組への貸与(翌年払

い下げ)についてふれている。小野善助は小野組の

当主であり、木村善五郎は、２.７にでてくる木村

朝次郎あるいは２.９の木村長七(幼名豊四郎のち

豊三郎)と思われる。 

 
２.２ 孟斎(歌川)芳虎(1828年頃‐1887年頃) 

芳虎は、「東京築地ぜんまい大仕かけきぬ糸を取

る図」(図１)の浮世絵師である。タイトルには「東

京築地」とのみで、町名はない。この絵は、1872(明

治5)年4月(旧暦)の刊とされている。写真ではない

ので絵師による脚色に注意すべきだが、つぎの２.

３Japan Weekly Mailの記事や２.６大塚良太郎の

著書、２.７岩淵修三の説明文、さらには同じスイ

ス人ミュラーの設計になる工部省勧工寮製糸場の

図面と符合するところが多く５、建物や繰糸機の構

造と生産のしくみをほぼ正確に描写している。 

なお芳虎には、ほかに「東京開運橋第一国立銀行

近円市中一覧の図」や「東京日本橋繁栄之図」など

文明開化を写実的に描いたものがある。 

 

２.３ THE Japan Weekly Mail(JULY 26, 1873) 

横浜で発行されていた英字新聞の上記日付の号

に以下の記事がある６。 

「THOSE curious in the reeling of silk might 

be interested by a visit to a silk-reeling 

establishment in Tskidji. Some eighty women are 

employed, each woman superintending three 

reels, every set of twelve reels receiving the 

necessary rotary motion from a large fly wheel 

turned by a coolie. The arrangement of the 

machinery is extremely ingenious, the crossing of 

the silk as reeled being obtained by a horizontal 

movement of the reels. The factory, if such it may 

be called, is private, but a request to inspect the 
arrangements is never refused.」 

築地のなかの場所を特定できる文言はなく、ま

た取材日もわからない。小野組築地製糸場の閉鎖

は 1873(明治 6)年 6 月とされているので、取材日

はそれ以前のはずである。この頃まで同製糸場が

操業(実在)していたことをしめす資料である。 

 
２.４ 阿蘇洲平(1822年頃－没年不明) 

阿蘇については、本人が 1881(明治 14)年から

1883(明治 16)年に著した『坐繰製糸論』など 5 冊

の著書に記していること、２.５佐野瑛、２.６大塚

良太郎および２.７岩淵修三の著述以外のくわしい

経歴などはわからない７。生年も著書中の記述から

の推定である。福島県三春地方の出身であること、

生家における乾繭法の紹介があるので、実家は養

蚕、繭取引あるいは製糸を生業としていたこと、そ

の縁があって小野組に招かれ築地製糸場の監督を

つとめ、また築地の閉鎖後は小野組が福島県に設

立した二本松製糸会社に勤務したことがわかる程

度である。 

著書のうち『坐繰製絲私論』に、以下の記述があ

る。 

「明治四年東京小野組スイーツル人ミーユル氏

製糸教師ヲ傭ヒ、同所築地新榮町ニ於テ製糸器械

繰ヲ創立ス。余依頼ヲ受テ之ヲ監督シ、以テ器械製

糸ノ業ヲ習フ。依テ近國相模武蔵上野下野上總下

總岩代磐城甲斐信濃ノ繭ヲ繰カシムルニ初鍋ノ熱
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度ハ教師ノ意ニ任ス。頗ル立ノ宜キ有リ、又立難キ

質有レハ湯加減ヲ昇降ナシ應スルヲ以テ適度トス。

８」 

所在地を新栄町と明言している。ちなみに、阿蘇

が5冊の著書を執筆、出版したのは、現在の埼玉県

川越である。阿蘇が二本松製糸会社退職後、故郷の

三春に戻らず川越に住みついた経緯、さらに著書

には当時の上武(上州と武州)における養蚕、製糸改

良運動の記述もあるが、彼自身がそれにどうに関

わっていたのかなどのことは、わからない。 

 
２.５ 佐野瑛(1865年頃－1899) 

佐野瑛とつぎの大塚良太郎は、当事者ではない

し、また同時代者ともいえないかもしれないが、明

治の後半になってこの二人が相前後して日本蚕糸

業の通史を公刊した。まず、1898(明治 31)年佐野

瑛は『大日本蚕史 正史』を著わし、1873(明治6)年

の項に小野組築地製糸場の閉鎖についてつぎのよ

うに記している。 

「同月(1873(明治 6)年 6 月)東京築地古川市兵衛

ハ、製糸器械ヲ毀チ之ヲ小野組ニ任シ信濃国及各

所ニ移ス。是レ信濃ニ新式器械ヲ設置スルノ嚆矢

トス。而シテ該地ノ製糸工女ハ凡テ之ヲ岩代国二

本松城址ノ製糸場ニ移ス。傳フ古川市兵エ新式製

絲器械ヲ設置スルヤ奥州三春ノ人阿蘇周平専ラ之

ヲ擔當シ能ク□力スル所アリシト雖モ如何セン収

支宜シキニ適ハス故ヲ以テ之ヲ廃業スルニ至ル。９」 

所在地町名の記載はない。 

 
２.６ 大塚良太郎(生没年不明) 

1900(明治 33)年大塚良太郎は『蚕史』を著し、

その前編に以下のとおり記している。 

「是歳(1870(明治 3)年)小野組ノ商人古河市兵衛

ハ、曩キニ前橋藩ニ於テ雇入レタルミウラーヲ雇

聘シ、東京築地入船町ニ六十人繰器械製絲所ヲ建

築シ、奥州三春人阿蘇周平ヲシテ擔當セシム。此場

ハ後チ明治六年ニ廃業ス。 

東洋蠶史(大塚のこと)手記。當時小野組ニ於テハ、

生絲業者ニ資金ヲ貸與シタルコト莫大ニシテ、蠶

業ノ隆盛ヲ媒助シタル功蹟偉大ト云フベシ。又自

ラ六拾人繰製絲所ヲ建設シ、古川市兵衛ヲシテ主

任トシ、三春人夷屋周蔵ヲ支配人トシ、製絲ハ新十

九番館(ママ)英人ワタリニ販賣シ、製絲ノ利害得失

ヲ研究シタリ。后チ九十六人繰ニ増加ス。其機械ノ

構造は、ケンネル三本口ニシテ直取ナリ。口出工女

ハ三釜ニ一人トシ、水廻シ枠廻シトモ兼用シ、教師

ハ石津屋イワトス。明治五年秋(ママ)イワハ、工女

六十余人ト共ニ二本松製絲社ニ行ケリ。１０」 

入船町を所在地とするのは、筆者の知る限り、こ

の大塚の『蚕史』が最初である。 

なお大塚には、蚕糸業組合中央部に勤務中の

1889(明治22)年に『蚕業家必携』１１の著書がある。

また、1896(明治 29)年 8 月に開所した横浜生糸検

査所には、技手として勤務したことがわかってい

る。 

 
２.７ 岩淵修三(1854年‐没年不明) 

岩淵は、福島県白河の出身、父がおこした白河製

糸会社の経営にたずさわり、1896(明治 29)年設立

の横浜生糸検査所をへて1902(明治35)年東京蚕業

講習所に製糸部設置の際教授陣に加わった。この

前後には島根県、宮崎県、滋賀県、岐阜県の蚕糸関

係の職を歴任したことがわかっている。また、島根

県農商課勤務中の1889(明治22)には『製糸業心得』

を執筆している１２。 

1916(大正 5)年に開催した東京高等蚕糸学校創

立三十周年記念祝賀展覧会に、岩淵は所蔵してい

た(図１)の錦絵と築地に派遣された工女小川タキ

の写真に自筆の説明文をそえて出品した。 

「此ノ錦繪ハ明治四年東京築地入船町ニ設立セ

ル西京ノ生絲商小野組(主人ハ小野善助氏)ノ製絲

所ニシテ當時ノ支配人古河市兵衛氏(鑛山業古河男

爵家祖先)ノ經營ニ成ル。教師ニハ瑞西人ミーラー

氏ヲ招聘シ、現業主任ハ福嶋縣三春ノ人阿蘇周平

氏、長野縣高任ノ人木村朝次郎氏等ナリ。製絲器械

ハ木製ノ三條繰直繰式ニシテ、運轉ハ人力ヲ以テ

ス。煮繭及繰絲竈ハ全部連竈装置ナルモ、火爐ハ煮

繭一竈ト繰絲二竈トヲ連絡シ、煮繭竈ノ下ニ焚火

セシ火力ヲ繰絲二竈ニ通ジ、而シテ煙ヲ外部煙筒

ニ發散セシムル方法ニテ、煮繭工女一名ト繰絲工

女二名トヲ一組トナシ、煮繭法ハ殆ド分業的ナリ

キ。(中略)時恰モ小野組ガ器械製絲所設立ニ際セシ

ヲ以テ明治四年七月廿五日(陰暦)店員櫻井兵吉ニ

工女小川タキ外四名ヲ附シ繭數十石ヲ携帯上京セ



This article was uploaded onto https://www.researchgate.net by the author (Yasuhiko Nagano) 
on August 30, 2019. 
 

 
4 

シム。１３」 

文脈から岩淵自身の見聞ではなく、櫻井兵吉ら

の派遣者たちの帰国談にもとづくものである。し

かし、(図１)の錦絵、２.６の大塚良太郎そしてこの

岩淵の説明文が、前橋藩製糸場、小野組築地製糸場、

さらに工部省勧工寮製糸場のしくみを知ることが

できる貴重な資料である。ただ、所在地としている

入船町については、派遣者からの伝聞なのか、２.

６大塚良太郎の著書からなのかは、判断しかねる。 

 
２.８ 古河市兵衛(1832年‐1903年) 

1925(大正 15)年刊の『古川市兵衛翁傳』に、以

下の記述がある。 

「同年(1870(明治 3)年)十月ミューレルは任期満

了せる爲め、前橋藩の傭聘を解かれて横濱に立ち

戻つた。このミューレル技師を、翁(古河市兵衛の

こと)は直ちに雇入れて、東京築地入舟町に製糸工

場開設に着手したのである。１４」 

「入舟町」は「入船町」が正しい。伝記は古河自

身の回顧談をもとに茂野吉之助の筆になる。古河

の回顧談を筆記したものも『翁の直話』の名で刊行

されている。 

「シーベル商會の館主に依頼して、さうして瑞

西人のミルといふ人を雇ひまして、東京の築地に

製糸場を設けました。１５」とだけあり、町名はない。

伝記の方の上記引用につづくページには、(図１)の

錦絵と２.７岩淵修三の説明文の一部が掲載されて

いる。茂野は、岩渕の説明文中にある入船町を伝記

に記載したのではなかろうか。 

 
２.９ 木村長七(1852年‐1922年) 

木村は京都の生まれ、小野組に入店、東京に出た

のち群馬県方面の為替方業務と生糸取引にかかわ

った。旧前橋藩製糸場が、1872(明治5)年小野組に

貸与され、翌年払い下げられた後その経営にあた

ったのが、木村である。1938(昭和 12)年刊の『木

村長七自傳』に以下の記述がある。 

「(前略)古河翁は築地へ機械製糸場を設けよう

との計畫をされて、丁抹の領事及び貿易商である

横濱九十番のシーベルに、機械製糸の技師傭入れ

の相談をされました。偶々前橋藩でも機械製糸を

やつて見たいとの希望がありました、速水賢(ママ)

曹と云ふ人が工部省に相談しましたから同省から

も此事をシーベルに談じました。シーベルは双方

の懇請に依り翌年春伊太利人(ママ)ミルンを欧州

から呼び寄せました。かう云ふ次第で古河翁の設

計された築地小田原町の機械製糸場が出来たので

ありました。」 

「小田原町」は、「南小田原町」が正しい１６。自

伝とはいいながら、『古川市兵衛翁傳』と同じ茂野

吉之助がまとめたものである。 

なお、木村は 1874(明治 7)年小野組の破たん後

は、古河にしたがって鉱山業に従事し、古河鉱業の

幹部にまで昇りつめた。 

 
２.１０ 小野善太郎(1863‐1933) 

小野善太郎は、小野組を構成する一族のうち、生

糸事業を担当していた小野助次郎家の四代目であ

る。築地製糸場の創業当時、まだ少年で京都にいた。

善太郎が折々に書き残した草稿を、経営史学者の

宮本又次が編集し、1966(昭和41)年『小野組始末』

の名で刊行した。 

「ある時自分は新しい当節の材料を捉えた三枚

続きの新版を、土産に貰ったことがあった。それは、

「東京築地ぜんまい大仕かけきぬ糸を取る図」と

標題し、小野組の製糸場を描写した絵で、今でもあ

りありと眼底に残っている。(中略)烟突の馬首の下

辺に、輝かしい井桁の紋章が描かれているのも懐

かしい。この絵は、その後手許に見当たらなくなっ

て仕舞ったが、ある時東京高等蚕糸学校の備品中

に、同じ色摺りの錦絵があるのを、久し振りで見る

機会があった。１７」 

 
以上10人の証言のうち築地製糸場の所在町名を

あげたのは 5 人、すなわち、阿蘇洲平、大塚良太

郎、岩淵修三、古河市兵衛、木村長七である。町名

は、新栄町、入船町、南小田原町の三町である。阿

蘇はこの製糸場に勤務していた。それゆえ彼の証

言が一番信用できそうではある。しかし、大塚、岩

淵、古河の入船町、なかでも大塚は、ミュラーを評

価し、その肖像写真も入手していたくらいだから

１８、調査にもとづいて入船町と記載したとおもわ

れるので、一概に無視はできない。木村の南小田原

町については後述する。次章ではこの三町につい
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て、そのなりたちをみる。 

 

第３章 新栄町、入船町、南小田原町および

築地外国人居留地のなりたち 
現在の地図上で築地の範囲は、おおむね北は鍛

冶橋通り、東は隅田川、南は浜離宮恩賜庭園、西は

首都高速道路で囲まれた地域にあたる。よく知ら

れているとおり、明治の初めこの地域に外国人居

留地が開設された。前章の三町はいずれも、この居

留地内にあった。 

江戸を開市場とすることおよびそこに外国人居

留地を設けることは諸外国との取り決めであった。

幕府は1867年7月(慶応3年6月)頃に、この居留

地を築地鉄炮洲一帯に設けることを決定していた。

しかし、幕末の混乱のため江戸の開市は数度の延

期をへて、ようやく 1869 年 1 月(明治 1 年 11 月)

に実施された。江戸は東京となっていた。外国人居

留地の場所について、新政府は幕府の決定を踏襲

し、1868年10月(明治1年8月)居留地となる区域

内の武家地について上地(土地収用)を命じ、これら

旧武家地に町名をつけた。新栄町(1～7丁目)、入船

町(1～8 丁目)などはこのとき起立され、すでにあ

った南小田原町には 3 丁目と 4 丁目がくわえられ

た１９。 

居留地の土地利用には、以下二つのカテゴリー

があった。 

(1)外国人の土地所有を認めず、日本人所有者から

家屋の賃借だけができる区域(「相対借り地域」

あるいは「雑居地」) 

(2)外国人に土地の永久借地権を与え、建築など自

由に利用することができる区域(「狭義の居留

地」) 

1869 年 1 月(明治 1 年 11 月)の東京開市(居留地

開設)と同時に外国人に開かれたのは、「相対借り地

域」のみであった。これに先だち、相対借り地域内

の旧武家地は、1869年2月(明治1年12月)1区画

100 坪前後にわけて入札があり、日本人に貸出(分

譲)された。「狭義の居留地」の開設すなわち外国人

による永久借地権の取得は、上地後の建物取り壊

し、区画整理・道路・下水等の整備に時間を要し、

1870年7月1日(明治3年6月2日)の第一回入札

以降となる。 

「相対借り区域」と「狭義の居留地」の地理的関

係は、居留地全体の北と南に「相対借り区域」があ

り、その中央に「狭義の居留地」が位置していた。 

時代別の地図を(図２)「万延改正新鐫京橋南築地

鉄砲洲絵図」、(図３)「明治七年六月 松浦宏東京大

小區分繪圖」、そして(図４)「Google Map」よって

示す。 

 

第４章 三町のなかを絞りこむ 
第２章では三つの町名があがった。前章ではこ

の三町と築地外国人居留地のなりたちをみた。本

章では小野組築地製糸場が、三町のどのあたりに

位置していたかを、いくつかの側面から資料をも

とに絞りこんでみたい。 

 
４.１ 小野組の所有地はあるか？ 

新栄町、入船町あるいは南小田原町のいずれか

に小野組の所有地があったならば、製糸場の所在

地を特定できるかもしれない。１.１０小野善太郎

著『小野組始末』に「明治七年戌三月東京地面高書

抜」なる小野家文書の要点が収録されている２０。残

念ながら、三町内に小野組の所有地はない。このリ

スト中の他町にある所有地を、東京都公文書館の

沽券図および民間出版の『東京地主細覧2』、『東京

地主細覧3』と照合することができる。 

沽券図とは、地図上に町名番地、面積、沽券面、

所有者名をしるした図で、地図上に土地所有関係

を見ることができる。『東京地主細覧』は、沽券図

をもとに各町番地の順に所有者名などをリストに

したものである２１。ちなみに沽券とは、土地の売買

を証する書面(土地売買契約書)をさし、地券発行以

前は沽券をもって所有権の証とした。沽券面とは

そこに記載されている金額、すなわち当該土地の

売買金額のことである。たとえば、小野組本店のあ

った田所町 10 番地の土地(258 坪)の名義は「小野

善助西京住出店主 住水谷勝蔵」、沽券面は 2,000

円、また糸店本店のあった瀬戸物町23番地(234坪)

の名義は「小野善右衛門」、沽券面は1,000円とあ

る２２。 
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（図２）万延改正新鐫京橋南築地鉄砲洲絵図より        （東京都立中央図書館蔵）

（図３）松浦宏 東京大小區分繪圖より              （国立国会図書館蔵）

（図４）Google マップより 
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４.２ 製糸場以外に用途が判明している場所があ

るか？ 

小野組築地製糸場は、小野組の所有地ではなく、

借地の上に建てられたものらしい。しかし、当時の

土地貸借関係を示す資料はなにもない。三町に製

糸場以外の用途が判明している土地があれば、そ

こは製糸場の所在地候補から除外することができ

る。 

(1)新栄町 7 丁目と入船町 8 丁目からなるブロック

には、交易商社(東京商社)があったことがわかっ

ている。狭義の居留地の一角にあるが、外国人へ

の永久借地権付与の対象とはならなかった。

1869 年 4 月(明治 2 年 2 月)太政官外国官のもと

に通商司を設置(すぐに会計官の所管に移る)、そ

の傘下に民間の通商会社を開港場・開市場に組

織させた。東京では、三井組、小野組などを中心

に、三井八郎右衛門を商社頭に東京商社が上記

の場所に設立された２３。 

(2)もう一か所、入船町 5 丁目には西村勝三の伊勢

勝造靴場があった。沽券図によれば西村は、入船

町5丁目1番地の土地1,005坪を所有しており、

そこに建坪116坪の工場を建て、1870(明治3)年

3月伊勢勝造靴場を創業した。西洋靴の製造は陸

軍の後押しによるものであり、その後靴下の生

産もこの地でおこなわれたので、メリヤス産業

発祥の地でもある２４。 

 
４.３ 地誌『東京府志料』掲載の物産に「生糸」は

あるか？ 

『東京府志料』は1872年5月(明治5年4月)陸

軍省は全国の地誌編さんを企画して、各府県に資

料の提出を命じた。東京府の調査結果控が『東京府

志料』である。町ごとに、土地の形勢、戸数・人口、

車馬の数とともに物産をまとめたものである。入

船町1丁目に西洋服、2丁目に腹掛、股引、足袋が

記載されている。ほかの町には物産の記載はない。

「生糸」のみならず西村勝三の「西洋靴」、本木昌

造・平野冨二の「金属活字」もない。物産の調査は

明治 5 年が基準とされているので、金属活字がな

いのはわかるが、伊勢勝造靴場と小野組築地製糸

場の製品が、掲載されていない理由はわからない

２５。 

 
４.４ 1872年4月3日(明治5年2月26日)の火事

による被災地域は？ 

1872 年 4 月 3 日(明治 5 年 2 月 26 日)に和田倉

門内兵部省(旧会津藩邸)が火元の火事は、築地にも

甚大な被害をもたらした。西本願寺も有名な築地

ホテル館などもふくめ相対借り地域の南部は、南

飯田町の一部を除いて全焼した。また、狭義の居留

地内も洋館が 8 軒程度あったようだが、その一部

も被災した２６。南小田原町も全焼した２７。『木村長

七自傳』が伝えるように、小野組築地製糸場が南小

田原町にあったならば、被災しているはずである。 

しかし、製糸場の閉鎖は翌 1873(明治 6)年 6 月

とされており、かつ１.３Japan Weekly Mailのと

おり翌年の閉鎖直前と思われる見学記事もあるの

で、製糸場が焼失したとは考えられない。さらに火

災直前に築地ホテル館の塔屋から居留地方向を撮

影した写真がある２８。これを見ると、築地ホテル館

から狭義の居留地までの間、すなわち南小田原町

をふくむ相対借り地域の南部は、ほとんどが江戸

時代は町人地で家屋が密集している。とても100人

規模の製糸場が立地しているようには見えないし、

錦絵にある複数煙突を有する建物を見つけること

もできない２９。南小田原町というのは木村の記憶

ちがいと考えるしかない。 

 
４.５ 100 坪地主多数のブロックは借地交渉に手

間がかかる 

ほぼ同規模の工部省勧工寮製糸場の建坪は 140

坪であり、内部にかまど、外部に煙突が多数ある建

物は、火災の危険をさけるため建物周囲に十分な

空き地を確保する必要があっただろう。少なくと

も 400～500 坪程度の敷地が必要だったのではな

かろうか。第３章で相対借り地域の旧武家地は、

100坪前後に分割され日本人に貸与(分譲)されたこ

とに触れた。必要な敷地面積を確保するには100坪

の地主多数と交渉する必要があり、なかには賃貸

を拒否する地主がいるかもしれず、検討段階から

小野組はさけたのではなかろうか。 

沽券図および『地主細覧』で確かめると、このよ

うなブロックは、上記４.４で全焼地域としてのぞ

いた南小田原町もそうだが、新栄町 1 丁目も該当
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する。すなわち、新栄町1丁目は総面積約2,380坪

だが 4 つのブロックにわかれて 25 の区画がある

が、地主の数は19人である。複数区画を所有して

いる地主でもその最大は 3 区画、296 坪を所有す

る地主が一人いるにすぎない。これに近いところ

が入船町 1 丁目だが、2 つのブロック、11 区画あ

り地主は 4 人だが、1 人で 6 区画 603 坪所有の地

主がいるので、入船町1丁目の可能性はのこる。 

 
４.６ 狭義の居留地はのぞくべきか？ 

４.２で東京商社の敷地を、候補からのぞいた。

そもそも狭義の居留地全部を候補からのぞくべき

ではないのか。外国人が永久借地権を取得し、その

利用のための場所だから、日本人の小野組が製糸

場を建てることは不可能である、と考えるのが自

然だろう。しかし、筆者はこれにあえて疑問をはさ

んでみたい。以下にその理由を述べよう。 

小野組とシーベル・ブレンワルド商会とはかな

り緊密な関係にあった。シーベル・ブレンワルド商

会は、スイス人のヘルマン・シーベルとカスパー・

ブレンワルド共同経営の商社である３０。1865(慶応

1)年横浜に拠をかまえて以来、日本の生糸輸出に大

きな足跡を残した。生糸輸出にとどまらず、器械製

糸法の西欧からの導入に果たした役割も忘れては

ならない。前橋藩製糸場および小野組築地製糸場

の設立にあたり、スイス人製糸技術者ミュラーを

前橋藩と小野組に紹介したのは同商会である。そ

して小野組築地製糸場の設立にあたっては、「紹介

の労」という以上の関与があった。ブレンワルドが

書きのこした日記があり、その1871年9月17日

(明治4年8月3日)には、つぎのように記されてい

る。 

「古河が来て話をした中で、ガイセンハイマー

が古河と僕ら(シイベル・ブレンワルド社)と三者で

生糸業務をやらないかと持ちかけたそうだが、そ

んな話には乗らない。古河はウォルターに、もう三

万から五万ドル貸さないかと聞いたそうだが、ウ

ォルターは僕らがすでに前貸しした五万ドルで当

分十分だと答えていたそうだ。３１」 

ガイセンハイマーは、当時横浜で「和蘭八番館(蘭

八)」と称されたエッシュ・リリエンタル商会の有

力出資者。彼は自ら出資して器械製糸の製糸場を

日本国内につくることを政府に提案した。外資の

国内進出をさけたい政府は、この提案を拒絶した。

これを機に、政府自らが国営の富岡製糸場を建設

することになった。ちなみに富岡製糸場を建設す

るにあたって、同商会はフランス人のブリュナを

政府に紹介したり、フランスからの機械輸入を一

手に取り扱うなどした。ウォルターはイギリス人

のジェームズ・ウォルターで当時は、シーベル・ブ

レンワルド商会の番頭格であった。 

上記引用文は、翻訳文であること、書いた本人だ

けがわかればよい日記という制約もあり、背景と

なる事情と意味を読みとるのはむつかしい。「ガイ

センハイマーの申し出」とは、三者(小野組、シー

ベル・ブレンワルト商会、エッシュ・リリエンタル

商会)合弁による製糸場経営を意味するのだろうか。

ならば、ガイセンハイマーの参加をことわったと

いうことは、二者(小野組とシーベル・ブレンワル

ド商会)による合弁事業計画が存在していたのだろ

うか。ブレンワルドは、シーベル・ブレンワルド商

会が、小野組に対して貸し付けをコミットしてい

たことも述べている。「前貸し」とあるので、生糸

代金の前渡しの形をとった貸付で、小野組が生糸

を同商会に納入することによって返済されるしく

みであったのだろう。では小野組はこの 5 万ドル

を何に使ったのだろう。日記の日付は 9 月で製糸

場の操業開始までまだ 1 年近くあり、かつ繭の収

穫期ではないので繭購入資金とは考えにくい。お

そらくは製糸場の建設資金なのだろう。貸付条件

はわからないが、製糸場閉鎖の1873(明治6)年6月

までには完済されたのだろう。 

このほか小野善太郎の著書には、シーベルが関

西旅行のさい、京都の小野組本店に立ち寄ったこ

とが記されている。このときシーベルには古河市

兵衛が同行している３２。 

小野組とシーベル・ブレンワルド商会との関係

の深さを知ると、小野組が製糸場の敷地も同商会

から借りたとしても、さほど不自然には感じられ

ない。狭義の居留地の永久借地権を証する地券に

は、日本人に貸し出すことを禁止する文言はない

し、もし禁止されていたとしても、外国人の行為は

治外法権であったから、日本政府は何もできなか

っただろう。シーベル・ブレンワルド商会は、1870



This article was uploaded onto https://www.researchgate.net by the author (Yasuhiko Nagano) 
on August 30, 2019. 
 

 
9 

年 7 月 1 日(明治 3 年 6 月 2 日)の入札で、狭義の

居留地5番(557坪)と52番(495坪)を落札し、翌年

の第 2 回入札ではさらに隣接地 51 番(496 坪)を落

札している。もし、このいずれかに製糸場を建てる

とすれば、第1回入札で取得した52番だったので

はないか。ここはまだ周囲が空き地だった。 

初期の器械製糸に外資が関与した例が他にもあ

る。ほかならぬ国営の工部省勧工寮製糸場がその

例である。この製糸場は、1873(明治6)年1月に開

業式典を挙行したものの、2年たらずで工部省自体

はその経営を放棄し、1874(明治7)年11月からは、

工場全体を民間に貸し出すことになる。最初の1年

間は、新潟県の上田富蔵と群馬県の徳江八郎に、

1875(明治 8)年 11 月から 1 年間は、東京府の久保

田信左に、1876(明治9)年12月から2年半の間は、

横浜弁天通の中村宗兵衛にと、借り手は転々とす

る３３。 

上記賃借人の名義はいずれも日本人だが、『日本

蚕糸業史』第二巻「製糸史」によればスイスのバヴ

ィエ商会が実質的な経営者であった３４。1876(明治

9)年になると、フランス人とスイス人二人の私雇外

国人が居留地外居住の許可を取得している３５。 

なお製糸場は1880(明治13)には北豊島郡石神井

村の本橋勝右衛門に払い下げらた。 

今一つ、小野組築地製糸場については、ミュラー

の就業許可に関する記録がない。外国人が居留地

内に居住すること自体は自由だったろうが、居留

地内であれば日本企業が雇用する場合でも許可は

不要だったのだろうか。前橋藩製糸場および工部

省製糸場では、ミュラーの外国人雇用許可の記録

がある。製糸場は、表向きシーベル・ブレンワルド

商会の事業としていたのだろうか。52 番の土地な

らば、それも可能だっただろう。むしろ、小野組が

雇用申請する方が不自然だっただろう。 

荒唐無稽かもしれないが、小野組築地製糸場が、

狭義の居留地にあった可能性を考えてみた。その

可能性は、所在地が特定できていない現在、否定で

きないように思える。外国人の住居、領事館や商会

の事務所が主たる用途であるべき居留地に工場(製

糸場)は意外かもしれないが、築地でも前述の伊勢

勝造靴場があったし、横浜などよその居留地には

お茶場とよばれる茶の再製(乾燥)工場が多数あっ

たことを知ると、決してありえないことではない

と思う。 

　←　南 →　北　

幕末の (遠江 相良藩) (豊後 岡藩) 川
土地利用 田沼玄蕃守 中川修理大夫 (明治初埋立)

(丹波 篠山藩) (武蔵 川越藩)
青山下野守 松平周防守

(貿易商社) (伊勢勝造靴場)

幕末の (丹波 篠山藩) (豊後 岡藩)
土地利用 青山下野守 中川修理大夫

(武蔵 川越藩)
松平周防守　他

(貿易商社) (所有者多数)

明治初年の
土地利用

製糸場立地
の可能性

現在の町名 中央区明石町 中央区入船3丁目 中央区入船2丁目 中央区入船1丁目

一丁目

× × 〇 ◎ ◎ ◎ ×

狭義の居留地 相対借り地域

(阿波 徳島藩)

松平阿波守

(摂津 尼崎藩)
松平遠江守　他

三丁目 二丁目新栄町 七丁目 六丁目 五丁目 四丁目

現在の町名 中央区明石町 中央区入船3丁目 中央区入船2丁目 中央区入船1丁目

一丁目

× 〇 〇 × ◎ ◎ ◎ △

狭義の居留地 相対借り地域

(近江 彦根藩)
井伊掃部頭

六丁目 五丁目 四丁目 三丁目 二丁目

明治初年の
土地利用

製糸場立地
の可能性

入船町 八丁目 七丁目

（表１）もと築地居留地の時代別土地利用と製糸場立地の可能性
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南小田原町をのぞく入船町と新栄町について、

小野組築地製糸場立地の可能性を(表１)にまとめ

た。表中◎を付したところは、ブロック内で入船町

と新栄町が境を接していて、片方の道路に面する

土地は入船町、反対側の道に面する土地は新栄町

というブロックである。つまり、２.４の阿蘇洲平

の新栄町も２.６大塚良太郎などの入船町も、どち

らも正しいという土地である。 

 

第５章 製糸場の立地としての東京築地 
養蚕は、広大な桑畑を必要とし、かつ労働集約の

産業である。その産物(繭)から生糸をつくる製糸業

は、低付加価値が宿命である。いかに明治の初期と

はいえ、皇城(皇居)から目と鼻の先の東京築地で製

糸業というのは、合理的な経営判断だったのだろ

うか。主題からはそれるが、この点について製糸場

に必須の用水の便と繭の調達という二つの側面か

ら、当時の東京の立地事情をふりかえってみたい。 

 
５.１ 用水の便 

製糸の工程では、繭を煮てほぐれやすくする必

要があり、さらにその繭を湯につけた状態から糸

を引きだすので、大量の水が必要である３６。築地は

江戸時代に海を埋め立てた土地であるからそこに

井戸を掘っても海水混じりの水しか汲みあげられ

なかっただろう。また周囲を川で囲まれていたが、

幕府崩壊直後の東京は失業者があふれ、乞食も多

数いたようなので、川から良質の水を汲むことが

できたとは思えない。では、(図１)錦絵右下の水桶

をかついだ男性は、どこから水を汲んできたのだ

ろう。 

筆者は、周辺に配水されていた玉川上水の水を

汲んできたものと、考えている。東京都水道歴史館

は、江戸時代からの樋線図(水道管配管図)を多数所

蔵している。ただ、この樋線図には作成年月日がな

いものが多く、かつ作成後の加筆もあるので、特定

時点の樋線図はあくまでも推測によるしかない。

居留地区画整理後と思われる樋線図を見ると、新

栄町および入船町に上水がめぐらされているのが

わかる。錦絵の男性は、おそらく周辺の上水井戸な

どから水を汲んできたのだろう。 

 

５.２ 繭の調達事情と桑茶政策 

つぎに、当時の東京における繭の供給はどうだ

ったろう。小野組築地製糸場の繭調達先について、

阿蘇洲平は「近國相模武蔵(東京都・神奈川県・埼

玉県)上野(群馬県)下野(栃木県)上總下總(千葉県)岩

代磐城(福島県)甲斐(山梨県)信濃(長野県)」と広範囲

の地域をあげ３７、岩淵修三は、白河からの派遣者に

「繭數十石ヲ携帯上京セシム」と記録している３８。

繭調達が容易ではなかったことが、うかがえる。ま

た、工部省製糸場も、操業初年度の1873(明治6)年

4月東京府下の戸長へ「勧工寮製糸所ニ於テ人民所

有ノ夏繭ヲ買フ」旨を布達して、江戸時代の町触の

手法で繭を集めようとしていた３９。かといって、東

京にまったく繭がなかったわけではないようだ。

1871(明治 4)年に昭憲皇太后(明治天皇の皇后)が養

蚕を始めたとき、できあがった繭を生糸にしたの

は、深川授産場から派遣された 5 名の女性であっ

た４０。授産場とは、失業者などに職業訓練をほどこ

し自立をうながすための施設である。そこで生糸

をつくる技術を教えることが授産の目的にかなう

とされていたのだろう。ということは、東京にも繭

があったということではある。 

自家産の繭を自家で細々と製糸するならまだし

も、小野組築地製糸場あるいは工部省勧工寮製糸

場のように大量に繭を消費する製糸工場となれば、

話は別である。小野組や工部省の立地(投資)決定に

は、必要かつ十分な量の原料調達について、裏付け

があったはずである。それが、政府の桑茶政策であ

る。 

明治初年における東京の土地利用は、およそ武

家地60%、寺社地20%、町人地20%といわれてい

る４１。百万都市といわれた江戸の人口は、幕府崩壊

後ほぼ半減したといわれている。人口の半分をし

めていた武家のうち、諸藩の江戸詰藩士は国元に

帰郷してしまい、幕府に仕えていた旗本・御家人は、

慶喜にしたがって駿府にくだるものや、上野から

東北の戦争を戦うものなど、新政府に仕官したも

のをのぞいて、散り散りになってしまう。武家人口

激減の結果、彼らに物品販売、サービス提供で生計

を立てていた町人はたちまちその糧をうしない、

失業者、浮浪者、乞食となった。明治1年10月か

ら明治2年8月の1年たらずの間に、「府下棄児□
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死幾ント二百人、餓死又三百人ニ及ベリ」４２と伝え

られている。明治2年の築地を描いた錦絵に「東京

築地鉄炮洲景」がある。6枚組の大作で、上部に築

地ホテル館、外国人居留地、新島原遊郭などの繁栄

の様子を描いた絵と、下部に日本人と外国人との

会話が記されている。最初の会話は、日本人の乞食

と外国人との掛け合いになっていて、絵とは対照

的な当時の世相を浮き彫りにしている４３。 

このような状況を前提に、旧武家地の活用によ

る貧民救済(授産)に乗り出したのが、府知事の大木

喬任であった。空き地になっている旧武家地を貸

し与え、そこに桑や茶を植えさせれば、失業者・浮

浪者に生計をたてる機会がうまれるし、生糸や茶

の輸出増加につながると考えたわけである。1869

年9月30日(明治2年8月25日)の太政官布告に、

「(前略)府下諸邸ノ上地を開墾シ、桑茶ヲ植エ、老

幼婦女子ト雖各其業ヲ営ミ凍餓ヲ免ルゝノ方ヲ得

セシメントス(後略)」とある。しかしながら、この

桑茶政策は目に見える成果をあげることはなく、

1871(明治4)年末までには放棄された。 

古河市兵衛は、この間の事情を「處が段々やつて

見ると、時勢の移り變り烈しく、追々桑畠も無くな

（図５の１）東京築地鉄砲洲景 右側                 （東京都立中央図書館蔵） 

（図５の２）東京築地鉄砲洲景 左側                 （東京都立中央図書館蔵） 
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り、繭も思ふやうに出ないと云ふところからして、

初めの見込通りには行かなくなつた。４４」と語って

いる。小野組築地製糸場は、製糸技術史に大きな足

跡を残したが、経営史的には失敗事例であった。 

 

第６章 おわりに 
小野組築地製糸場の所在地をピンポイントに特

１ 明治のはじめにヨーロッパから伝わった製糸法

を、イタリア式とフランス式の二つにわける方法

がある。前橋藩製糸場、小野組築地製糸場、工部

省勧工寮製糸場などをイタリア式、富岡製糸場な

どをフランス式とする分類法である。しかし、そ

の基準は諸家によって一定せず、基準としている

いくつかの要素技術をみると、それぞれ独立の技

術であり、自由に組み合わせることによってさま

ざまな製糸機械、生産システムをつくることがで

きる。したがって、一般にいわれているイタリア

式とは「イタリアで製糸業に従事したスイス人ミ

ュラーによって伝えられた製糸法」、フランス式は

「フランス人ブリュナによって伝えられた製糸

法」という意味しかもたない。しかも、イタリア

統一は1860年だから、国よりさきに製糸法がで

きていたことになる。岩倉使節団のローマ報告の

一節に、「繭から繊維を引き出して糸にする機械は

何種類もある」と述べている。(久米邦武編著水澤

周訳注. 現代語訳米欧回覧実記 第4巻. 慶応義塾

大学出版会. 2004年. p.350-351) 発明や改良によ

って進歩する技術を分類する方法として、あまり

科学的とは思えない。筆者は単に器械製糸とよぶ

ことにする。 
２ 長野恭彦. はじめて器械製糸を伝えたスイス人ミ

ュラー. 東京産業考古学会 産業考古学研究. 2014. 
1. p.32-38 

３ 速水堅曹. 履歴抜粋 自記. 前橋市編. 前橋市史第7    
巻資料編. 前橋市. 1985. p.943. 
なお博覧会は、1872年3月23日～5月12日(明
治5年3月10日～4月30日)に湯島聖堂で開催さ

れたもの。川村伝蔵は江戸の豪商といわれ、前橋

藩製糸場にならって、出身地の鬼怒川河畔に大嶋

商舎という製糸場をつくる。敷島やは、前橋藩が

横浜に設立した生糸売り込み問屋。廃藩置県後の

処理を相談したのだろう。 
４ 同上. p.944. 
５ 図面は袋におさめられ、「教師イタリア人 勧工寮

傳習 製絲器械繪図」と表書きがある。この図面

は、鈴木三郎東京農工大学名誉教授(故人)が所蔵

し、著作にも紹介されているものだが、教授の没

後(1982年)長い間行方不明となっていた。最近に

なって、教授本人または未亡人から東京農工大学

科学博物館(当時は繊維博物館)に寄贈されていたこ

定できる資料がみつかれば、疑問は氷解し、本稿も

紙屑となる。筆者の荒唐無稽な論も無に帰すこと

になる。本稿読者の皆さまから何らかの手がかり

をご教示たまわることができれば、本稿の目的を

達成したことになる。なにとぞよろしくお願い申

しあげます。 

 

とがわかった。さらに、工部省勧工寮製糸場の所

在地は、港区虎ノ門2丁目(肥前佐賀藩の中屋敷跡)
だが、再開発に先立つ2015年から2016年にかけ

て発掘がおこなわれた。その際大量のレンガが出

土したことが報告書にあり、図面のかまど、煙突

がレンガづくりなのと符合する。しかし、製糸場

の存在を認識していたものの、港区教育委員会は

明治以降の遺構は調査対象外と決定してしまう。

博物館が受贈のときから図面を記帳・記録・整

理・保管していて、発掘に利用されていれば、図

面内容との対照・確認や新しい事実がわかったか

もしれない。小野組築地製糸場と同規模・同様と

されているので、悔やまれる。 
６ THE Japan Weekly Mail. VOL.IV. No.30. 

JULY26, 1873. p.521. Google Play Books で閲

覧、原資料は Stanford University Library蔵 
７ 阿蘇の5冊の著書名は以下のとおり。『坐繰製絲

論』(1881年刊)、『坐繰製絲論續編』(1881年

刊)、『坐繰製絲私論』(1882年刊)、『坐繰製絲私論

續編』(1882年刊)、『坐繰製絲私論附録』(1883年

刊) 
８ 阿蘇洲平. 坐繰製絲私論. 出版社不明. 1882年. 

p.14 
９ 佐野瑛. 大日本蚕史 正史. 大日本蚕史編纂事務所.   

1898年. p.394 
１０ 大塚良太郎. 蚕史 前編. 大塚良太郎. 1900年. 

p.259 
１１ 大塚良太郎. 蚕業家必携. 蚕業商会. 1889年 
１２ 島根県農商課編. 製糸業心得. 博広社出版部. 

1889年. なお、1891年に訂正増補版がでてい

る。 
１３ 東京農工大学科学博物館蔵が、錦絵、小川タキの   
写真、岩淵の説明文の三点を一枚に表装したもの

を所蔵している。 
１４ 茂野吉之助編. 古河市兵衛翁傳. 五日会. 1926年.   

p.42 
１５ 五日会編. 翁の直話. 五日会. 1926年. p.45-46 
１６ 小田原町は、日本橋近くの魚市場で栄えた町。築  
地ができると、もとの町の南という意味で南小田

原町の名がつけられた。明治初年にも魚屋があっ

たようである。 
１７ 小野善太郎著 宮本又次校訂. 小野組始末. 青蛙

房. 1966年. p.81-82 
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１８ 「日本蚕業雑誌」第104号(1897(明治30)年7月  
号)巻頭にミュラーの肖像写真が掲載されている

が、これは大塚が提供したものである。時期的に

『蚕史』執筆中であり、その調査過程で写真を入

手したものと思われる。 
１９ 東京都編. 都市紀要四 築地居留地. 東京都. 1957  
年. p.90-92 

２０ 小野善太郎著 宮本又次校訂. 小野組始末. 青蛙

房. 1966年. p.150-158 
２１ 東京地主細覧２および３. 杉本尚正. 1873年. 
２２ 1874年小野組破たん時に大蔵省勘査局がつくっ

たと思われる「小野組社中人名」のリストがあ

る。水谷勝蔵は、小野姓の6名をのぞくと、リス

トの6番目に掲載されている。原本は、三井文庫

蔵。 
２３ 会計官にいた大隈重信の施策だが、諸外国からの  
反発があり、明治4年7月には通商司が廃止さ

れ、東京貿易商社は東京府の所管となる。おもな

取引は、米油の限月取引となっていたようで、居

留地内に立地する意義も小さく、1872年1月(明
治4年12月)には兜町に移転する。のちの東京米

穀取引所の前身である。跡地は、1884(明治17)年
以降狭義の居留地として外国人を対象に入札され

た。 
２４ 西村勝三については、下記を参照した。 
西村勝三翁傳. 西村翁伝記編纂会. 1921年 
なお西村は、西村茂樹の弟である。 

２５ 都政史料館編. 東京府志料第1 巻之１-巻之2７. 
都政史料館. 1959年 

２６ 川崎晴朗. 築地外国人居留地. 雄松堂出版. 2002
年. p81 

２７ 『武江年表』によると、このとき南小田原町で全  
焼したのは1～3丁目と記されている。後述の写真   
をみると、4丁目付近は空き地が目立つので、焼

けなかったのだろう。(今井金吾校訂. 定本武江年

表 下. ちくま学芸文庫. 2004年. p.244-245) 
２８ 金行信輔. 写真のなかの江戸 絵図と古地図で読

み解く２０の都市風景. ユウブックス. 2018年. 
p.36-37, p.172-173 
掲載されているもとの写真は、横浜開港資料館が

所蔵している。 
２９ 小野善太郎著書のリストに、築地上柳原町三番地  
に小野組所有地がある。名義は「小野善二郎沽券

代難波藤七(この名前も「小野組社中人名」にみえ

る)」、面積は52坪、沽券面100円である。ここも

南小田原町同様建物密集地であり、そもそも52坪

では製糸場の敷地としては狭すぎる。では前出の

写真に、新栄町と入船町は映っているのだろう

か。残念ながら、築地ホテル館の建物もカメラも

隅田川の方向を向いているため、狭義の居留地の

洋館風の一部数軒は見えるが、居留地西側の新栄

町と入船町を見ることはできない。 
３０ この会社は存続している。社名は、DKSHジャ

パン株式会社である。 
３１ 横浜開港資料館編. ブレンワルドの幕末・明治ニ  
ッポン日記. 日経BP社. 2015年. p.111-112 
横浜開港資料館は、この日記の抄訳を逐次公開し

つつある。なお、原本は前記DKSHジャパン株式

会社が所蔵している。 
３２ 小野善太郎著 宮本又次校訂. 小野組始末. 青蛙

房. 1966年. p.134 
シーベルは、1872年5月25日(明治5年5月13
日)に日本を離れたので、京都訪問はそれ以前のは

ずである。なおシーベルは帰国の翌年、岩倉使節

団のスイス滞在中の接待役をつとめている。(久米

邦武編著水澤周訳注. 現代語訳米欧回覧実記 第5
巻. 慶応義塾大学出版会. 2005年. p.56) 

３３ 大蔵省編. 工部省沿革報告. 大蔵省. 1889年. 
p.687-693 

３４ 大日本蚕糸業史編さん委員会編. 大日本蚕糸業史   
第二巻製糸史. 大日本蚕糸会. 1935年. p.56 

３５ 東京都編. 都市紀要四 築地居留地. 東京都. 1957  
年. 
巻末の附表A「自明治四年至明治九年末居留地外

居住外人表」に二人の名がある。フランス人はエ

ー・コイ(職業欄は、工業)、スイス人はリウドウィ

ック(同機械方並繭検査)である。なお、この製糸場

では、のちに第4代横浜生糸検査所長になる今西

直次郎が、リオンに留学する前エー・コイについ

て実習したことが、わかっている。 
３６ 製糸場の動力に水車を使うようになると、用水の  
便は製糸場立地の最重要条件となる。東京に限っ

ても工部省勧工寮製糸場、内務省勧農局内藤新宿

製糸場とも水車を動力につかい、玉川上水から水

をひいた。小野組築地製糸場とあわせて三つの製

糸場が、はからずも江戸のインフラによってなり

立ったというのは興味深い。 
３７ 阿蘇洲平. 坐繰製絲私論. 出版社不明. 1882年. 

p.14 
３８ 岩淵修三の説明文(東京農工大学科学博物館蔵) 
３９ 原本は国立公文書館蔵 
４０ 明治神宮監修. 昭憲皇太后実録 上巻. 吉川弘文

館. 2014年. p.54-55 
４１ 東京都編. 都市紀要１３ 明治初年の武家地処理

問題. 東京都. 1965年. p.1 
４２ 東京都編. 都市紀要１３ 明治初年の武家地処理

問題. 東京都. 1965年. p.82 
４３ つづいて出てくる日本人は、通行人、糸商人、建  
築職人、夜鷹、蚕種商人、芸者、茶商人、女郎と

やり手婆 
４４ 茂野吉之助編. 古河市兵衛翁傳. 五日会. 1926年.   

p.44-45 
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